



























































































個 人 研 究
　前にも述べたとおり責任概念の内包の変化とともに
期待可能性の理論にも当然変化が生ずる。倫理的非難
可能性としての規範的責任つまり刑法上の責任につい
ての理解に対しては，近時，刑事学の成果から多くを
学ぼうとする立場の人々によって疑問が提起されるに
至っている。その結果，あまりにも倫理的な責任概念
に固執する期待可能性論も，その固有な作用領域を
「責任」論から違法性論や構成要件論の領域へ移動さ
せようとする動きが強まってきている。その動因の一
っとなったのが前出のヘンケルの論文であったといっ
てよいであろう。この問題は，もっと緻密に吟味され
なければならないが，さしあたり従来の通説のように
期待可能性論をなす責任論の領域にとどめておいてよ
いと解する。行為者の自由の可及的保障という見地か
らいえば．構成要件該当性，違法性．有責牲という三
元構成の方法がより妥当であり，その有責性の基礎づ
けとして期待可能性論が違法性の認識ないしその可能
性の理論とともに，有効適切に機能しうると考えられ
るからである。
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